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研究成果の概要： 
動物に関係なく受精時に認められる卵内 Ca2+イオンの上昇，その中でも哺乳類の受精時特有な

現象である Ca2+反復上昇の制御に関して，貯蔵された Ca2+を放出させるイノシトール 3 リン

酸受容体(IP3R1)のリン酸化に焦点を当て，その結果マウス卵においては Plk1 が，ブタ卵にお

いては CDK1 がそれぞれ IP3R1 のリン酸化に重要な役割を果たしていることを初めて明らか

にした． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,360,000 0 1,360,000 

2008 年度 1,350,000 405,000 1,755,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,710,000 405,000 3,115,000 

 
 
研究分野：生殖生物学・発生工学 
科研費の分科・細目：応用動物科学 
キーワード：卵，受精，イノシトール 3 リン酸受容体 
 
１．研究開始当初の背景 
不妊治療として円形精子細胞を用いた顕微
授精を行う場合や体細胞核移植によるクロ
ーン個体の作製には，それらの動物の卵子を
体外で培養する必要があり，さらに受精時の
現象(卵内 Ca2+イオンの上昇)を模倣した人為
的活性化処理を行う必要がある．現在，様々
な方法が用いられている．しかし，それらの
最適な体外卵子培養法，活性化法を用いた場
合でも個体への発生率は通常の受精時に比
べて著しく低い．その原因として，受精時に
引き起こされる Ca2+振動のメカニズムが現
在のところ詳細には明らかにされておらず，

そのため最も有効な体外卵子培養法，活性化
法が確立されていない． 
２．研究の目的 
本研究では，哺乳動物，特に体外での胚発生
能が低いブタに焦点を当てた．ブタにおける
有効な体外卵子培養法・活性化法を確立する
目的で，マウス等で Ca2+オシレーションの制
御することで知られているイノシトール 3リ
ン酸受容体タイプ 1(IP3R1)に関して検討を
行った．またマウス・ラット卵の活性化機構
の解明についても種々の検討を行った． 
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本研究では，はじめにマウス卵を用いてイノ
シトール3リン酸受容体タイプ1(IP3R1)の制
御機構を明らかにする目的で，卵減数分裂進
行に関わる諸因子 (Plk1, CDK1, および
MAPK)の新規役割を検討した．さらに家畜に
おける Ca2+オシレーション制御機構を明ら
かにする目的で，ブタ卵を用いて IP3R1，リ
ン酸化 IP3R1 について検討を行った． 
 
４．研究成果 
卵は GVBD 以降において，Plk1 が IP3R1 を
直接リン酸化していること，また MAPK は
IP3R1 の局在を制御していることが明らかと
なった．本研究により，減数分裂進行に重要
な Plk1 の受精時における新たな役割を初め
て明らかにした．さらにブタ卵において
IP3R1，リン酸化 IP3R1 の発現を初めて明ら
かにし，卵の減数分裂進行に伴いマウス卵と
同様にリン酸化 IP3R1 量が変化すること，さ
らにこのリン酸化には CDK1 が密接に関与
していることも初めて明らかにした．これら
の知見は，受精メカニズムの解明だけでなく，
顕微授精や核移植時の胚発生能の改善にも
大きく貢献できると考えられる． 

今後さらに，IP3R1 のどの部位のリン酸化
が Ca2+オシレーションに重要であるか，また
動物種によって違いがあるのかなどさらに
検討していく予定である． 
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